













































は本来語の語彙であり、印欧語由来のものである。yellow は gold と同一の
語根を持つことから互いに近い意味範囲を持つ語であり、色彩語の意味分化
が未発達であった古英語では、yellow は gold を表すこともあった。中英語
末期には借入語の影響もあり、色彩語が増えたことなどから yellow と gold












yelow と近い意味を持つとされる gold についても取り上げる。チョーサーが
yelow と gold をどのように捉え、作品中で使用しているのかを明らかにする。
1??????????????? yelow? gold?????
『カンタベリー物語』の中で yelow と gold はどのくらい使われているの
であろうか。それを調査するために、『カンタベリー物語』全 25 話（『序の
詞』を含む）3 の原文を読み、文脈や意味を考えながら yelow 及び gold に
関連する語を収集した。テキストは Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer. 
Ed. Benson, Larry D. 3rd ed. を使用した。また収集した用例数に関しては、A 
KWIC Concordance to The Canterbury Tales Volume Ⅰ, Ⅱ, Ⅲを用いて再度確
認をした。その結果、作品の中で yelow は類義語・派生語を含めて 11 例、
gold は複合語・派生語を含め 92 例使用されていた。各物語における使用頻
度は以下の通りである（表 1、表 2 参照）。
『カンタベリー物語』では、黄色に属する色彩語として yelow （yelewe）、
falow ‘sickly yellow’4、citrin ‘lemon-yellow’5、citrinacioun ‘turning yellow’ が使
用されており、yelow が 8 例、falow、citrin、citrinacioun がそれぞれ 1 例ず
つの合計 11 例である。これらの語は、『カンタベリー物語』全 25 話中、『序
の詞』、『騎士の話』、『女子修道院付き司祭の話』、『聖堂参事会員の助手の
話』のわずか 4 話でしか用いられておらず、さらに 11 例中 8 例が『騎士の話』
での使用であり、特定の話に偏って使用されている。
一方、gold は、派生語・複合語を含めて 92 例使用されている。yelow の用





yelow (yelewe) falow citryn citrinacioun 合計
『序の詞』 1 0 0 0 1
『騎士の話』 6 1 1 0 8
『粉ひき屋の話』 0 0 0 0 0
『荘園管理人の話』 0 0 0 0 0
『料理人の話』 0 0 0 0 0
『弁護士の話』 0 0 0 0 0
『バースの女房の話』 0 0 0 0 0
『托鉢修道士の話』 0 0 0 0 0
『教会裁判所召喚吏の話』 0 0 0 0 0
『神学生の話』 0 0 0 0 0
『豪商の話』 0 0 0 0 0
『近習の話』 0 0 0 0 0
『大地主の話』 0 0 0 0 0
『医者の話』 0 0 0 0 0
『免償説教家の話』 0 0 0 0 0
『船長の話』 0 0 0 0 0
『女子修道院長の話』 0 0 0 0 0
『サー・トーパス (チョーサーの話)』 0 0 0 0 0
『メリベウスの物語 (チョーサーの話)』 0 0 0 0 0
『修道士の話』 0 0 0 0 0
『女子修道院付き司祭の話』 1 0 0 0 1
『第二の修道女の話』 0 0 0 0 0
『聖堂参事会員の助手の話』 0 0 0 1 1
『食料仕入れ係の話』 0 0 0 0 0
『教区主任司祭の話』 0 0 0 0 0
合計 8 1 1 1 11
gold golden goldfynch gold-hewen goldlees 合計
『序の詞』 7 0 0 0 0 7
『騎士の話』 16 1 0 1 0 18
『粉ひき屋の話』 3 0 0 0 0 3
『荘園管理人の話』 0 0 0 0 0 0
『料理人の話』 0 0 1 0 0 1
『弁護士の話』 3 0 0 0 0 3
『バースの女房の話』 6 0 0 0 0 6
『托鉢修道士の話』 1 0 0 0 0 1
『教会裁判所召喚人の話』 2 0 0 0 0 2
『神学生の話』 3 0 0 0 0 3
『豪商の話』 1 0 0 0 0 1
『近習の話』 1 0 0 0 0 1
『大地主の話』 3 0 0 0 0 3
『医者の話』 0 0 0 0 0 0
『免償説教家の話』 9 0 0 0 0 9
『船長の話』 7 0 0 0 1 8
『女子修道院長の話』 0 0 0 0 0 0
『サー・トーパス (チョーサーの話)』 1 0 0 0 0 1
『メリベウスの物語 (チョーサーの話)』 2 0 0 0 0 2
『修道士の話』 4 1 0 0 0 5
『女子修道院付き司祭の話』 2 0 0 0 0 2
『第二の修道女の話』 3 0 0 0 0 3
『聖堂参事会員の助手の話』 10 0 0 0 0 10
『食料仕入れ係の話』 1 0 0 0 0 1
『教区主任司祭の話』 2 0 0 0 0 2




この使用頻度の違いの理由として、yelow と比べて gold の方がより幅広い意
味を持ち、様々な場面で使用することが可能であったと考えられる。では、




作品中で gold はどのような意味で使用されているのだろうか。The Middle 
English Dictionary（以下 MED）によると、gold には ‘the metal gold’ （s.v.1（a））、
‘gold as used in money’ （s.v.2（a））、‘gold thread, thread or fine wire of gold’ （s.v.3
（a））、‘the color of gold’ （s.v.5（a））など 8 つの意味、用法がある。これを参




使われた例も含む。これらは、MED において ‘the metal gold’（s.v.1（a））と
‘ornamented with gold’ （s.v.3（e））とに分類されているが、意味的に重なる部
分が多いため、ここでは一緒に分類していく。『カンタベリー物語』の gold は、
これらの意味が最も多く、92 例中 52 例で使用されている。
For gold in phisik is a cordial,





“....He koude al clene turnen up-so-doun,




His nayles whitter than the lylye flour,




上記の例は金属の gold としての例である。3 つ目の例は、『女子修道院付
き司祭の話』の主人公である鶏のチャンテクレール（Chauntecleer）につい
ての描写である。この例で gold は体の色を表現しているが、gold 自体は色
彩語としてではなく比喩として使用されており、gold はあくまで金属の意
味である。同様に gold は、髪の描写で as any gold （『粉ひき屋の話』l.3314）、
as gold （『バースの女房の話』、l.304）の形で比喩として用いられている。そ





Of smal coral aboute hire arm she bar
A peire of bedes, gauded al with grene,






The sheeldes brighte, testeres, and trappures,
Gold-hewen helmes, hauberkes, fote-armures;
輝く盾、馬用の兜と鎧、金の兜、鎖帷子、紋章（があった）。
（『騎士の話』ll.2499-2500）
　Thise ladyes, whan that they hir tyme say,
Han taken hire and into chambre gon,
And strepen hire out of hire rude array,





She was al clad in perree and in gold, ....
彼女は全身に宝石と金を身につけ ...
 （『修道士の話』、l.2305）
And with that word anon ther gan appeere
An oold man, clad in white clothes cleere,
That hadde a book with lettre of gold in honde,







この場合は ‘of/in gold’ の形で用いられ、「金製の、金で飾った」の意味を表
している。
2.2?gold as used in money
　
金属や装飾品の材料としての gold に次いで多く使用されているのが、金、
すなわちお金を表わす gold である。この意味の gold は 92 例中 37 例で見
られる。『カンタベリー物語』では、金を表わす語として moneye ‘money’、
peny ‘penny’、pound ‘pound’、floryn ‘florin’、noble ‘noble’、sheeld ‘a French 
coin’ などが使用されているが、どの語も作品全体を通して 10 例前後であり、
gold と比べるとその使用頻度は少ない 7。以下は金を示す gold の例である。
But myghte this gold be caried fro this place







　With herte soor he gooth unto his cofre,
And broghte gold unto this philosophre,
−51−









But al be that he was a philosophre,





We may creaunce whil we have a name,




The Oxford English Dictionary （以下 OED）では、金に関する gold の意味と
して ‘gold coin’ の他に ‘money in large sums、wealth’ （s.v.2）、を挙げているが、
『カンタベリー物語』では必ずしも金額の大きい金に使用されているわけで
−52−
はない。上に挙げた 2つの例では、goldは litelや -leesという語や接尾辞を伴っ
て少額の金を示している。gold は金額に関わらず、金を表す語として使用さ
れているのである。
2.3?the color of gold
金属やお金としての gold と比べると用例数は少ないが、光や色を表わす
例も存在する。
Phebus hath of gold his stremes doun ysent








Gaillard he was as goldfynch in the shawe,  ....
彼は茂みにいるオウゴンヒワのように陽気で、...
（『料理人の話』、l.4367）
この例では goldfynch ‘goldfinch’ という語の一部として使用されている。
fynch ‘finch’ とは鶸（スズメ目アトリ科の鳥）のことであり、OED によると
goldfynch は、‘A well-known bright-coloured singing-bird （Carduelis eleans） of 
−53−














下記の 2 例は yelow が単独で使用された例である。1 つ目は『騎士の話』
に見られる、擬人化された「嫉妬（Jalousye）」の描写である。
Despense, Bisynesse, and Jalousye,
That wered of yelewe gooldes a garland,




                                     （『騎士の話』ll.1928-1930）
−54−
ここでは「嫉妬」の身に着けている金盞花 gooldes とともに yelow が用い
られ、花の色の意味で使用されている。『騎士の話』は、ジョバンニ・ボッ
カチオ（Giovanni Boccaccio）の『テセウス』（Teseida delle Nozze d’Emilia；




示す金盞花 11 や、姦通や嫉妬を示す郭公 12 などの原典にはない描写を付け
加えたと考えられる。
And eek of oure materes encorporyng,










の場合、他の色彩語と組み合わせて使用した例は 4 例あるが、そのうちの 3
例が bitwixe（n） A and B の形で使用されている。
His eyen holwe and grisly to biholde,




                                   （『騎士の話』ll.1363-1364） 
これはアテネを追放されたアルシーテ（Arcite）が、愛するエメリー
（Emelye）に会えないことを嘆き悲しんでいる場面である。ここでは顔色の
悪さを表わす falow ‘sickly yellow’ と pale を重ねて用いており、嘆き悲しむ
アルシーテの表情を描いている。原典『テセウス』では pale と black を用い
ている 14。
A fewe frakenes in his face yspreynd,
Bitwixen yelow and somdel blak ymeynd;
彼の顔には少しのそばかすが散らばり、それは
黄色と少しの黒色を帯びた色をしていた。
                                   （『騎士の話』ll.2169-2171）
His colour was bitwixe yelow and reed,  ....
彼（狐）の色は黄色と赤の間の色であり、...
 （『女子修道院付き司祭の話』l.2902）
They gloweden bitwixen yelow and reed,
And lik a grifphon looked he aboute,  ....
それは（両目）は黄色と赤の間の色で、
そして彼はグリフォンのように辺りを見ていて、...




これらは yelow と他の色彩語（blak ‘black’、reed ‘red’）を組み合わせている例で、





His nose was heigh, his eyen bright citryn,
His lippes rounde, his colour was sangwyn;
彼の鼻は高く、両目は輝くレモン色、
唇はふっくらとしていて、血色の良い顔色をしていた。
                                   （『騎士の話』ll.2167-2168）
これはインド王エメトレウスの目の色を表わしたものである。ここでは
yelow の類義語である citrin ‘lemon-yellow’ が bright ‘bright, shining’ とともに
使用され、光り輝く明るい目の色を表現している。また、bright と yelow の
組み合わせはエメリーの髪の描写でも見られる。
Hir yelow heer was broyded in a tresse
Bihynde hir bak, a yerde long, I gesse. 
彼女の金髪は背中で一つに編まれており、
私が思うに、1 ヤードの長さがあった。
                                   （『騎士の話』ll.1049-1050）
−57−
Hir brighte heer was kembd, untressed al;
彼女の輝く髪は梳かれて、すべて解けていた。
（『騎士の話』l.2289）
エメリーの髪については、エメトレウスの目のように yelow と bright を同
時に使用しているわけではなく、yelow が bright に言い換えられている。上
記がその例である。1 つ目の例では yelow heer と表現しているのに対し、2
つ目の例では brighte heer としている。原典『テセウス』では、エメリーの
髪の毛を blond と表現しているが、『騎士の話』では blond ではなく、yelow





His crispe heer lyk rynges was yronne,
And that was yelow, and glytered as the sonne.
彼の巻き毛は指輪のように整えられ、
それは黄色で、太陽のように輝いていた。
                                   （『騎士の話』ll.2165-2166）
この例はエメトレウスの金髪についてのものである。ここでは yelow とと






This Pardoner hadde heer as yelow as wex, ....
             
免償説教家は、蜜蝋のように黄色い髪をしていて、...
（『総序』ll.675）







写である。ここでは yelow と brighte の比喩として gold を用い、熊の黒い毛
皮についた爪の色と輝きを表わしている。
In stede of cote-armure over his harnays,
With nayles yelewe and brighte as any gold,
He hadde a beres skyn, col-blak for old.
陣羽織の代わりに、彼は鎧の上に金のように黄色く
輝く爪のついた、古くて真っ黒な熊の毛皮を着けていた。
                                   （『騎士の話』ll.2140-2142） 





描き出している。また yelow とともに bright（e）、glytered、gloweden など明
−59−








を表わすことはほとんどない。as や lyke ‘like’ を伴い、gold を比喩的に使用
することで gold が持つ輝きや色を示している。一方、yelow は gold に比べ
て使用頻度が少なく、話によって頻度に偏りがある。しかしながら、yelow
は、他の色彩語や bright（e）、glytered、gloweden など明るさや輝きを示す語、
gold や the sonne を用いた比喩表現などとともに用いられ、場面や登場人物
に合わせて様々な表現がなされている。また、金髪や金属・装飾品の描写
における色彩語は、gold ではなく yelow が使用されており、yelow を用いて
gold の色を表現している。中世は、黄色の肯定的な意味が金色へと移行する
途中であり、意味の領域においても黄色と金色が分化していく時期であった
とされるが、『カンタベリー物語』の yelow は gold と密接に関連し、gold の
色彩語として使用されているのである。














 『序の詞』The General Prologue; 『騎士の話』The Knight’s Tale; 『粉ひき屋
の話』The Miller’s Tale; 『荘園管理人の話』The Reeve’s Tale; 『料理人の
話』The Cook’s Tale; 『弁護士の話』The Man of Law’s Tale; 『バースの女房
の話』The Wife of Bath’s Tale; 『托鉢修道士の話』The Friar’s Tale; 『教会
裁判所召喚吏の話』The Summoner’s Tale; 『神学生の話』The Clerk’s Tale; 
『豪商の話』The Merchant’s Tale; 『近習の話』The Squire’s Tale; 『大地主の
話』The Franklin’s Tale; 『医者の話』 The Physician’s Tale; 『免償説教家の
話』The Pardoner’s Tale; 『船長の話』The Shipman’s Tale; 『女子修道院長の
話』The Prioress’s Tale;『サー・トーパス（チョーサーの話）』The Tale of 
Sir Thopas; 『メリベウスの物語（チョーサーの話）』The Tale of Melibee; 『修
道士の話』The Monk’s Tale; 『女子修道院付き司祭の話』The Nun’s Priest’s 
Tale; 『第二の修道女の話』The Second Nun’s Tale; 『聖堂参事会員の助手の
話』 The Canon’s Yeoman’s Tale; 『食料仕入れ係の話』The Manciple’s Tale;『教
区主任司祭の話』The Parson’s Tale
4. Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer. Ed. Benson, Larry D. 3rd ed. Boston: 
Houghton Mifflin Company, 1987. の註による。
 なお、Davis, Norman and Gray, Douglas （eds.）、A Chaucer Glossary. 
London:Oxford University Press, 1979. では、falow（falwe）の意味として
−61−
pale、brownish yellow を挙げており、The Knight’s Tale の 1364 行は pale の
意味で解釈している。
5. A Chaucer Glossary による。次の citrynacioun も同様である。
6. 以下全ての引用は Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer からとする。な
お引用文中の斜体及び日本語訳に関しては執筆者によるものである。
7. A KWIC Concordance to The Canterbury Tales Volume Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ （Edited by 
Akio Oizumi, New York: Hildesheim, 1991）によると、moneye 6 例、peny 6
例、pound 16 例、floryn 3 例、noble 4 例、sheeld 2 例使用されている。
8. Middle English Dictionary では、gold の 5（a）‘The color of gold; something 
that has the color and glitter of gold’の例として、この一節を取り上げている。
9. Oxford English Dictionary. 2nd ed. 1989. による。
10. The Book of Theseus, Seventh Book 59 による。
11. フリース、アト・ド；山下主一郎（訳）『イメージシンボル事典』（東京：
大修館書店、1984 年）による。marigold の 4、pp.417-418。




14. The Book of Theseus, Fourth Book 27による。以下は該当箇所の引用である。
     He had become so thin that every one of his bones was easily visible.... 
He was not only pale, but his skin looked almost black;
15. The Book of Theseus, Third Book 10 による。以下は『騎士の話』ll.1049-
1050 に対応する箇所の引用である。
     One fine morning, after she had arisen and had wound her blond tresses 
about her head, she descended into the garden as was her custom....
 OED によると、blond の初出は 1481 年であるため、『カンタベリー物語』
が執筆されていた頃（1387 年頃～ 1400 年）にはまだ使用されていない。
その為、チョーサーは金髪を表現する為に yelow を使用したと考えられ
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